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i
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Q
u
o
r
u
m
 posterius et 

rarius 
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et 
nihil 

praebet d
e
 q
u
o
 dubitetur. 

N
a
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 et 

U
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d
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i
n
u
a
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n
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u
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q
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e
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r
u
m
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t
o
r
u
m
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e
 h
o
c
 c
o
n
c
u
r
s
u
 iudicia a

d
e
o
 inter se discrepant, ut vix ulla res inter ipsos m

i
n
u
s
 

convenire videatur. 
Q
u
i
c
u
n
q
u
e
 igitur h

a
n
c
 r
e
m
 illustrare studuerit, in conciliandis legibus p

r
a
e
c
i
p
u
a
m
 o
p
e
r
a
m
 p
o
n
a
t
 

necesse est, praesertim c
u
m
 vix alia interpretatione s

i
n
g
u
l
o
r
u
m
 textuum, q

u
i
p
p
e
 per se satis perspicuorum, o

p
u
s
 sit, 

nisi 

q
u
a
e
 conciliationi inserviat. 

Q
u
o
d
 q
u
i
d
e
m
 ita 

e
q
u
i
d
e
m
 efficere 

conabor, ut q
u
o
n
i
a
m
 m
o
d
o
 universae q

u
a
e
 h
a
n
c
 r
e
m
 

tractant leges accipiendae atque inter se c
o
m
p
o
n
e
n
d
a
e
 m
i
h
i
 videantur, prius e

x
p
o
n
a
m
,
 deinde aliorum sententias c

u
m
 

m
e
i
s
 plactis c

o
n
f
e
r
e
n
d
o
 in ipsas huius rei rationes inquiram, e

a
s
q
u
e
 diligentius e

x
p
e
n
d
a
m
.
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セ
ヴ
ェ
—
ル
ス
帝
の
十
六
歳
に
し
て
位
に
即
く
や
、
直
ち
に
召
還
せ
ら
れ
て
帝
の
師
偲
と
為
り
、
近
衛
の
都
督
に
任
じ
、
そ
の
実
権

は
摂
政
に
等
し
く
、
叛
兵
の
為
め
に
帝
側
に
殖
る
、
に
至
る
ま
で
、
生
涯
顕
要
の
職
に
在
り
て
位
人
臣
を
極
め
た
り
…
…
」
（
穂
積

陳
重
・
大
正
三
年
）

「
今
度
ば
か
り
は
慎
重
に
こ
と
を
進
め
る
と
決
め
た
ユ
リ
ア
・
メ
サ
は
、
ま
ず
、
孫
の
皇
帝
に
と
っ
て
の
す
べ
て
の
こ
と
の
相
談

ド
ミ
テ
ィ
ウ
ス
・
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
は
、
現
代
な
ら
ば
レ
バ
ノ
ン
の
国
内
に
な
る
、
地
中
海
に
沿
う
港
町
テ
イ
ロ
ス
で
生
ま
れ
て
い

オ
リ
エ
ン
ト

る
。
お
そ
ら
く
ギ
リ
シ
ア
系
の
東
方
人
だ
。
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
を
名
乗
る
か
ら
に
は
、
ト
ラ
イ
ア
ヌ
ス
帝
の
時
代
に
ロ
ー
マ
市
民
権

を
取
得
し
、
こ
の
皇
帝
か
ら
家
門
名
ま
で
分
け
与
え
ら
れ
た
家
に
生
れ
た
の
だ
ろ
う
。

人
が
ロ
ー
マ
法
の
専
門
家
と
い
う
の
も
面
白
い
が
、
属
州
の
生
れ
で
あ
ろ
う
と
ロ
ー
マ
市
民
権
さ
え
も
っ
て
い
れ
ば
、

で
あ

っ
た
の
だ

っ
た
。

つ
い
に
は
皇
帝
の
側
近
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
近
衛
軍
団
長
官
」

(p
r
a
e
f
e
c
t
u
s
p
r
a
e
t
o
r
i
o
)
 

ロ
ー
マ
生
れ
で
も
イ
タ
リ
ア
生
れ
で
も
な
い

ロ
ー
マ
帝
国
と
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
」

（国
家
）

ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
に
は
、
首
都
ロ
ー
マ
で
の
公
職
の
豊
富
な
経
験
に
加
え
て
、
百
巻
を
超
え
る
法
律
に
関
す
る
著
作
も
あ

っ
た
。

リ
ア
・
メ
サ
は
孫
の
皇
帝
の
補
佐
官
に
、
法
律
に
明
る
い
実
務
家
を
登
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
統
領
補
佐
官
か
ら
国
務
大

臣
に
な
る
の
は
現
代
の
例
だ
が
、

ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
も
、
「
皇
帝
補
佐
官
」

(p
r
a
e
d
e
c
t
u
s
 
a
n
n
o
n
a
e
)

を
経
て
、

(m
a
g
i
s
t
e
r
 
libellorum)
、
そ
し
て
「
食
糧
庁
長
官
」

同
じ
く
法
律
家
の
パ
ウ
ル
ス
と
と
も
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
近
衛
軍
団
の
長
官
は
、
ま
る
で
皇
帝
の
右
腕
と
左
腕
と
で
も
い
う

サ
ヴ
ィ

ニ
ー
の

D
e
c
o
n
c
u
rsu
 delictorum formali
に
つ
い

て
（
三
）

役
に
、

（ニ
ニ
八
0
)

野
に
も
活
躍
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

ロ
ー
マ
法
の
専
門
家
と
し
て
高
名
だ
っ
た
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
を
登
用
し
た
。

ク

）

、

'
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ユ

い
か
な
る
分



2

サ
ヴ
イ
ニ
ー
は
、

ス
ト
教
史
1

』

二
条
文
を
引
用
し
て
い
る
。

上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
／
監
修
・

的
な
処
置
が
示
さ
れ
、

一
九
九
六
年
・
三
二
四
頁
） セ

ウ
ェ
ル
ス
の
勅
令
に
お
い
て
は
む
し
ろ

一
般

セ
ウ
ェ
ル
ス
は
先
例
を
捜
し
求
め
る
。
彼
の
法
律
顧
問
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス

(
D
o
m
i
t
i
u
s
U
l
p
i
a
n
u
s
)
 

事
実
上
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
を
妨
げ
て
し
ま
っ
た
。

「
し
か
し
な
が
ら
、

B
u
c
h
r
o
l
l
e
n
 
(libri)
,
 

(4
)
 

(
D
e
t
l
e
f
 
L
i
e
b
s
)
 

二
0
二
年
に
、

u
n
g
e
f
a
h
r
 

Schriftstellerliscch 
w
a
r
 

社
・
七
九
頁
以
下
）

よ
う
に
、

関

法

第

六

三
巻

六

号

9
0
0
0
 
h
e
u
t
i
g
e
 
B
u
c
h
s
e
i
t
e
n
,
 u

n
d
 
d
e
c
k
t
 

P
a
u
l
u
s
 

（
塩
野
七
生

b
e
s
o
n
d
e
r
s
 

L
.
 1. 

§
.
 9
.
 d

e
 i
n
i
u
r.
 は

D
.
4
7
,
 10
,
 

1
,
 9
.
 で

あ
る
。

常
に
二
人
が
定
数
で
あ
っ
た
の
だ
。
」

p
r
o
d
u
k
t
i
v
 

S
e
i
n
 

『
迷
走
す
る
帝
国

（
ジ
ャ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ー

が
ヽ

セ
ウ
ェ
ル
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
勧
誘
活
動
を
禁
止
す
る
勅
令
を
布
告
し
た
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
そ
の
も
の
を
直
接
相
手
ど
っ
た
最
初
の
法
令
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
判
決
を
蒐
集
す
る
。
集
め
ら
れ
た
判
決
は
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
意
味
作
用
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
キ
リ
ス

ト
教
に
法
的
な
存
在
の
権
利
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
キ
リ
ス
ト
教
の
存
在
と
そ
の
普
及
に
は
反
対
し
て
い
な
か
っ
た
。

た
だ
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

官
僚
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
を
抑
圧
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。
」
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b
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b
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b
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i
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r
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d
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c
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N
i
e
m
a
n
d
e
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G
e
w
a
l
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i
n
e
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J
e
d
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h
a
t
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u
n
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n
d
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e
n
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d
a
h
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r
a
u
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N
i
e
m
a
n
d
e
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e
w
a
l
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k
o
n
n
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d
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r
u
m
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m
i
n
d
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r
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m
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n
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i
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d
a
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b
e
i
d
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n
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h
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z
u
g
u
n
s
t
e
n
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n
d
e
r
e
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o
r
z
u
n
e
h
m
e
n
d
e
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a
b
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g
u
n
s
t
e
n
 d
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b
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o
c
h
t
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r
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o
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h
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o
d
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r
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m
e
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u
g
u
n
s
t
e
n
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M
a
n
n
e
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i
e
 
w
e
n
n
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i
e
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n
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Si 
servus fructuans subreptus est, 

uterque, et 
qui fruebatur et 

d
o
m
i
n
u
s
,
 a
c
t
i
o
n
e
m
 furti 

habet. 
dividetur igitur 

actio 
inter 

d
o
m
i
n
u
m
 et 

fructuarium: 
fructuarius 

aget d
e
 fructibus 

vel 
quanti 

interfuit 
eius 

f
u
r
t
u
m
 f
a
c
t
u
m
 n

o
n
 

esse 
eius, 

dupli: 
proprietarius 

v
e
r
o
 
aget, 

q
u
o
d
 interfuit 

eius 
proprietatem 

n
o
n
 esse 

subtactam. 
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If 
a
 fructuary slave b

e
 stolen, 

b
o
t
h
 the fructuary a

n
d
 the o

w
n
e
r
 h
a
v
e
 the action for theft. 

T
h
e
 action is 

thus 

divided b
e
t
w
e
e
n
 fructuary a

n
d
 o
w
n
e
r
 ;

 the fructuary sues for t
w
o
f
o
l
d
 the value of the fruits 

or for his 
interest 

（魯）
in 

the 
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not 
b
e
i
n
g
 
stolen; 

the 
o
w
n
e
r
 for 

his 
interest 

in 
his 

property 
not 

b
e
i
n
g
 
stolen. 
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e
c
i
m
o
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F
u
r
t
i
v
a
m
 ancillam b

o
n
a
 fide 

d
u
o
r
u
m
 a
u
r
e
o
r
u
m
 e

m
p
t
a
m
 c

u
m
 possiderem, 

subripuit 
m
i
h
i
 Attius, 

c
u
m
 q
u
o
 et 

e
g
o
 
et 

d
o
m
i
n
u
s
 
furti 

a
g
i
m
u
s
 :

 quaero, 
q
u
a
n
t
a
 
aestimatio 

pro 
utroque 

fieri 
debet. 

respondit: 
emptori 

duplo, 

quanti eius interest, 
aestimari debet, 

d
o
m
i
n
o
 a
u
t
e
m
 duplo, quanti ea mulier fuerit. 

n
e
c
 n
o
s
 m
o
v
e
r
e
 debet, 

q
u
o
d
 

d
u
o
b
u
s
 p
o
e
n
a
 furti 

praestabitur, 
quippe, 

c
u
m
 e
i
u
s
d
e
m
 rei 

n
o
m
i
n
e
 praestetur,emptori 

eius 
possessionis, 

d
o
m
i
n
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ipsius 
proprietatis 

causa 
praestanda 

est. 

::.t_
~

 這
罪
a

(Sintenis)
豆
％
や

;G'~゜

,,Eine 
fiir 

z
w
e
i
 Goldstiicke 
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 d
e
n
 n
u
n
 ich 

s
o
w
o
h
l
 als 

d
e
r
e
n
 H
e
r
r
 w

e
g
e
n
 Diebstahls 

klagte. 
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 g
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d
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W
i
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n
g
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o
p
p
e
l
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e
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p
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a
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a
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r
d
e
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a
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A
 different perspective o

n
 o
u
r
 question is 

p
r
o
v
i
d
e
d
 b

y
 the 

actio 
iniuriarum for 

a
d
t
e
m
p
t
a
t
a
 pudicitia. 

T
h
i
s
 

l
a
w
 entitles 

a
 w
o
m
a
n
 to 

sue 
a
 m
a
n
 b
e
c
a
u
s
e
 
of 

sexual 
harassment. 

……
S
a
f
e
g
u
a
r
d
i
n
g
 
the 

R
o
m
a
n
 value 

of 

f
e
m
a
l
e
 
pudicitia, 

it 
represents 

the 
pointedly 

g
e
n
d
e
r
-
b
i
a
s
e
d
 
c
o
d
e
 
of 

sexual 
conduct. 

External 
interest 
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o
m
a
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'
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 chastity 

appears d
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in

an
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o
c
u
m
e
n
t
e
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y
 the concept that the 

w
o
m
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n
 is 

not the only possible 
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 the 
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are 

her pater, 
her 

h
u
s
b
a
n
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or 

her 
fiance. 
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h
e
 b

e
c
a
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 praefectus 

a
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 (responsible 

for 
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corn 
supply), 

in 

w
h
i
c
h
 capacity 

h
e
 is 

attested 
in 

M
a
r
c
h
 222, 

early 
in 

the 
reign 

of 
Severus Alexander, 

w
h
o
 in 

the 
s
a
m
e
 year m

a
d
e
 h
i
m
 

praetorian prefect a
n
d
 set 

h
i
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v
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r
 the t

w
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existing prefects. 
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 resulting 
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n
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r
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Paulus (lulius 
Paulus) :.1. 

0
 S. 
ャ：

"Paulus 
w
a
s
 banished 

but 
w
a
s
 recalled 

b
y
 M
.
A
u
r
e
l
i
u
s
 
Severus 

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 (222-35), 

w
h
o
m
 h
e
 served as counsellor while continuing to write. …

…
H
i
s
 bent as a

 writer w
a
s
 academic, e

v
e
n
 doctrinaire, 

his 
tone 

sharp
,

 his 
outlook 

basically 
cautious; 

but 
his 

r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
 
r
a
n
g
e
 
of 

interests 
ensured 

that 
his 

ideas 
w
e
r
e
 
continually 

evolving. 
Influenced 

b
y
 
Aristotelian 

natural 
l
a
w
 
a
n
d
 
Stoic 

philosophy, 
h
e
 
along 

with 
Ulpian 

helped 
to 

ensure 
the 

adaptation 
of 

R
o
m
a
n
 l
a
w
 to 

a
 cosmopolitan 

society
." 

(
O
C
D
 [
T
h
o
n
]
)
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淀
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華
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心
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「性」
S
ば
匡

゜
捲

廿
如

1
話

楓
氏

心
゜

(-tj<
)
 
Detlef 

Liebs, 
V
O
R
 D

E
N
 R
I
C
H
T
E
R
N
 R
O
M
S
,
 V
e
r
l
a
g
 
C. H

.
 Be
c
k
,
 
Miln

chen, 
2007, 

S. 
152. 

"Grotius refers to a
 pa
s
s
a
g
e
 b

y
 P
a
u
l
u
s
 out of the 41st b

o
o
k
 of the 

Digest, 
w
h
e
r
e
 the origin of private property is 

traced 

b
a
c
k
 to

'natural 
possession

',
 i.e. 

the 
acquisition 

of 
possession 

of 
a
n
 u

n
o
w
n
e
d
 thing 

a
b
 initio.

"
 (B

e
n
j
a
m
i
n
n
 
S
t
r
a
u
m
a
n
n
,
 

Natural Rights a
n
d
 R
o
m
a
n
 L
a
w
 in 

H
u
g
o
 Grotius

's
 Theses L

 VI, 
D
e
 iure p

r
a
e
d
a
e
 a
n
d
 Defensio capitis quinti m

a
r
i
s
 liberi: 

in 

Property, Piracy a
n
d
 P
u
n
i
s
h
m
e
n
t
,
 H

u
g
o
 Grotius o

n
 W

a
r
 a
n
d
 B
o
o
t
y
 in 

D
e
 iure p

r
a
e
d
a
e
-
C
o
n
c
e
p
t
s
 a
n
d
 Contexts, Edited b

y
 

H
a
n
s
 W

.
 Bl
o
m
,
 
Brill, 

L
e
i
d
e
n
・
B
o
s
t
o
n
,
 
2009, 

p. 
354.) 

,,,,,,, 
(1.1?) 

,,Ulpians 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z

u
m
 E
d
i
k
t
 
u
m
f
a
B
t
e
 
8
3
 
Buchrollen 

(libn)
.
 D
e
r
 U

m
f
a
n
g
 ist 

also 
fast 

der 
gleiche 

w
i
e
 
der 

des 

Paulinischen K
o
m
m
e
n
t
a
r
s
,
 w
a
h
r
e
n
d
 der K

o
m
m
e
n
t
a
r
 des P

o
m
p
o
n
i
u
s
 b
e
i
n
a
h
e
 doppelt so g

r
o
B
 war. 

D
e
r
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
 ist 

in 

nachklassischer Zeit sichtlich 
vie! 

benutzt w
o
r
d
e
n
 :

 die Verfasser der F
r
a
g
m
e
n
t
a
 
Vaticana u

n
d
 der Collatio h

a
b
e
n
 aus i

h
m
 

geschopft, 
der 

Verfasser 
der 

Sinai-Scholien 
zitiert 

ihn, 
er 

ist 
in 

A
g
y
p
t
e
n
 gelesen 

w
o
r
d
e
n
,
 
schlieBlich 

w
u
r
d
e
 er 

filr 
die 

Verfasser der Digesten der filhrende K
o
m
m
e
n
t
a
r
,
 g
e
w
i
B
 a
u
c
h
 w
e
g
e
n
 seiner inneren Gilte, 

u
n
d
 nicht bloB deshalb, weil er 

der letzte 
g
r
o
B
e
 K

o
m
m
e
n
t
a
r
 war. …

…
"
 (Fritz 

S
c
h
u
l
z
,
 Ge
s
c
h
i
c
h
t
e
 
der r

o
m
i
s
c
h
e
n
 Rechtswissenschaft, 

H
e
r
m
a
n
n
 B
o
h
l
a
u
s
 

Nachfolger, 
1961, 

S. 
2
4
4
 ff.) 

(tD
)
 
Neratius Priscus, Lucius. 

"
H
e
 w
a
s
 suffect consul in 

A
D

 97
 a
n
d
 
later g

o
v
e
r
n
o
r
 of G

e
r
m
a
n
i
a
 Inferior, 

a
n
d
 Pannonia, but 

the story 
that 

T
r
a
j
a
n
 considered h

i
m
 a

 possible 
successor is 

a
 fiction

.
 ……

P
a
u
l
u
s
 a

n
d
 U
l
p
i
a
n
 u
s
e
d
 h

i
m
 as 

a
 source a

n
d
 

Justinian
's

 compilers 
t
o
o
k
 
s
o
m
e
 7
0
 
passages 

f
r
o
m
 
his 

w
o
r
k
s……." 

(
O
C
D
 [
T
h
o
n
]
)
 
R
i
c
h
a
r
d
 
A
.
 
B
a
u
m
a
n
,
 
L
a
w
y
e
r
s
 
a
n
d
 

politics 
in 

the 
early 

r
o
m
a
n
 empire, 

V
e
r
l
a
g
 
C. H

.
 
B
e
c
k
 Milnchen, 

1989, 
p. 

1
9

4
-2

1
3

~
 淫
゜

(t-
)
 
,
,
D
e
m
 Recht, 

ius, 
nicht i

m
 ethischen, 

s
o
n
d
e
r
n
 i

m
 staatlichen S

i
n
n
 ist 

entgegengesetzt das Unrecht, 
iniuria.

"
 (M

o
m
m
s
e
n
,
 

Strafrecht, 
S
.
 784.) 

(oo
)
 
B
d
.
 4, 

S. 
8
7
9
 f. 

(en
)
 
D. 

13, 
1, 

18. 

ギ
令
~

1
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D
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s
u
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旦
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竪
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配
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(111

lK
ギ）

ぼ
）

s. 
14. 

（口）
S. 

48-76. 

心）
S. 

65f. 

ぼ
）

巨
1€1+<吏

他
眼
村
野
沿
缶
車
息
屯
紺
卿
途
②
宰

(
1
兵
兵

111母
）

111ば
肛
応
式
に
—
袋
嘩
？

゜

(;::::) 
p
.
 70
.
 

ぼ
）

p. 
350. 

ぼ
）

s. 
3
0
5
.
 

心）
s. 

887. 

虞
）

S
.

 887, 
A
n
m.

 2. 
,,,,,, 

ぼ
）
，
，

D
i
e

Libri 
a
d
 edictum des Paulus u

m
f
a
B
t
e
n
 80 Buchrollen; 

die 
beiden letzten 

Libri 
behandelten das Edikt der Aedilen. 

A
u
B
e
r
 zahlreichen D

i
g
e
s
t
e
n
f
r
a
g
m
e
n
t
e
n
 besitzen wir v

o
n
 d
e
m
 W
e
r
k
 13 F

r
a
g
m
e
n
t
e
 in 

d
e
n
 F
r
a
g
m
e
n
t
a
 Vaticana u

n
d
 eins aus 

e
i
n
e
m
 aus d

e
m
 4
.
 bis 6

.
 Jahrhubdert s

t
a
m
m
e
n
d
e
n
 iigyptischen P

e
r
g
a
m
e
n
t
k
o
d
e
x
.
 
Hochstwahrscheinlich g

e
h
o
r
e
n
 aber a

u
c
h
 

die beiden g
r
o
B
e
n
 Stlicke dazu, die unter d

e
n
 (schlechten) N

a
m
e
n
 F
r
a
g
m
.
 
d
e
 f
o
r
m
u
l
a
 F
a
b
i
a
n
a
 u
n
d
 F
r
a
g
m
.
 
Berolinense d

e
 

b
o
n
o
r
n
m
 possessione 

b
e
k
a
n
n
t
 sind

." 
(Fritz 

Schulz, 
aaO., 

S. 
239 ff.) 

（忌）
P
o
m
p
o
n
i
u
s
,
 
Sextus. 

"a 
R
o
m
a
n
 l
a
w
y
e
r
 
of 

the 
2
n
d
 cent. 

A
D

 w
h
o
 w
r
o
t
e
 u

n
d
e
r
 Hadrian, 

A
n
t
o
n
i
u
s
 
Pius, 

a
n
d
 M
a
r
c
u
s
 

Aurelius
.

 ……
D
o
m
i
t
i
u
s
 
Ulpianus, 

a
n
 
admirer, 

m
a
d
e
 great 

use 
of 

this 
w
o
r
k
,
 
w
h
i
c
h
 
w
a
s
 not 

available 
to 

Justinian's 

compilers. 
・

 
…
・
・
P
o
m
p
o
n
i
u
s
'
w
o
r
k
 not only f

o
u
n
d
e
d
 the study of legal history but m

a
d
e
 a

 solid 
contribution to the analysis 

a
n
d
 
structure 

of 
R
o
m
a
n
 private 

law.
"

 (
O
C
D
 [
T
H
o
n
]
)
 

（応
）

Bd. 
4, 

S. 
897. 

啜
）

s. 
509. 

啜
）
，
，

E
i
n
anderes u

n
d
 z
w
a
r
 vie! 

u
m
f
a
s
s
e
n
d
e
r
e
s
 Gebiet, auf d

e
m
 sich m

e
i
n
e
r
 Ansicht n

a
c
h
 die Diff erenz des iiltern 

u
n
d
 n
e
u
e
r
n
 

R
e
c
h
t
s
 
in 

h
o
h
e
m
 
M
a
B
e
 
bethiitigt 

hat, 
ist 

das 
S
y
s
t
e
m
 
des 

Schadensersatzes 
u
n
d
 
Interesses 

(der 
richterlichen 

litis 

aestimatio)
.

 D
e
r
 G
e
g
e
n
s
a
t
z
 der abstracten Gleichheitstendenz 

u
n
d
 der individualisirenden 

B
e
h
a
n
d
l
u
n
g
s
w
e
i
s
e
 iiuBert 

sich 
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,,,,,,,, 
a
u
£
d
i
e
s
e
m
 Gebiete 

als 
der 

der objektiven 
oder 

absoluten 
u
n
d
 der subjectiven 

oder relativen 
Aestimation 

(lteresse)." 

(Rudolf 
v
o
n
 Jhering, 

Geist 
des 

r
o
m
i
s
c
h
e
n
 
Rechts 

auf 
d
e
n
 
verschiedenen 

Stufen 
seiner 

Entwicklung, 
Teil 

2, 
5. 

Aufl., 

Leipzig, 
1894, 

S. 
110 f.) 

（芯）
"
M
a
s
u
r
i
us Sabinus, 

probably f
r
o
m
 Verona, a

 leading R
o
m
a
n
 l
a
w
y
e
r
 of 

the first 
half 

of 
the 

1st 
cent. 

A
D
.
 ……

Intended 

for teaching, the 
ius 

civile w
a
s
 widely read a

n
d
 later b

e
c
a
m
e
 the basis of 

extensive c
o
m
m
e
n
t
a
r
i
e
s
 b
y
 Sextus P

o
m
p
o
n
i
 us. 

Paulus, 
a
n
d
 Ulpian." 

(
O
C
D
 [
T
H
o
n
]
)
 

ぼ
）

Schulz, 
aaO, 

S. 
264 ff. 

~
 窟

（忠）
H
e
u
m
a
n
n
/
S
e
c
k
e
l
 
E;'Fructuarius, 

a) 
(adj.) 

a
u
f
 
d
e
n
 
N
i
e
B
b
r
a
u
c
h
 
a
n
 
einer 

f
r
e
m
d
e
n
 
S
a
c
h
e
 
beztiglich

:
 ……

b) 
(Subst.) 

NieBbraucher, N
u
t
z
n
i
e
B
e
r……・ 

（芯）
T
e
x
t
b
o
o
k
 o

n
 R

o
m
a
n
 L
a
w
,
 op. 

cit., 
p. 

344. 

啜）
!L..."'""~ 晦

峯
(Sintenis)

さ
%
や

~r-0
゜
卜

J
心
心
S
竺
ゃ
条
ヤ
v
~

くR
全
心
全
~
_
)
菜
-
.
:
:
!
>

;
 0
 
,,Wen

n
 
ein 

Niessbrauchssclave 

gestohlen 
w
o
r
d
e
n
 ist, 

so 
steht 

Beiden, 
d
e
m
 H
e
r
r
n
 
u
n
d
 d

e
m
 Niessbraucher 

die 
Diebstahlsklage 

zu. 
Dieselbe 

wird 
also 

z
w
i
s
c
h
e
n
 Beiden 

getheilt werden, der Letztere wird w
e
g
e
n
 der N

u
t
z
u
n
g
e
n
,
 oder seines lnteresses, dass der Diebstahl nicht 

geschehen, auf das D
o
p
p
e
l
t
e
 klagen, 

der Eigenheitsherr wird aber auf sein 
lnteresse klagen, dass die 

Eigenheit i
h
m
 nicht 

e
n
t
w
e
n
d
e
t
 worden." 

(S. 
835.) 

（食）
M
a
x
 
Kaser, 

D
a
s
 

R
o
m
i
s
c
h
e
 

Privatrecht, 
Erster 

Abschnitt, 
Zweite, 

neubearbeitete 
Auflage, 

C.H.Beck'sche 

Verlagsbuchhandlung, 
M
u
n
c
h
e
n
,
 
1971. 

(
g
)
 

S. 
617. 

（窃）
"
H
e
 also 

served 
o
n
 T
r
a
j
a
n
's 

consilium, 
a
n
d
 w

a
s
 a
n
 
e
m
i
n
e
n
t
 jurist: 

Pliny 
describes 

h
i
m
 as 

deeply 
involved 

in 
public 

affairs 
a
n
d
 a

 recognized 
expert 

o
n
 civi

l
 law, 

but rather 
eccentric 

(Ep. 
6. 

15)" 
(
O
C
D
 [
J
B
C
/
T
H
o
n
]
)
 

啜）
s. 

850{. 

(~
) 

In
:
 Obligations 

in 
R
o
m
a
n
 L
a
w
,
 op. 

cit., 
p. 

215-246. 

（苫）
p. 

231-232. 
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…

q
u
o
d

et 
Herennio Modestino studioso m

e
o
 de Dalmatia consulenti rescripsi 

circa 
equos, quibus eiusdem rei 

gratia 

subiecisse quis equas suas proponebatur, furti 
ita 

d
e
m
u
m
 teneri, 

si 
furandi animo id 

fecisset,
 si minus, in 

factum agendum." 

(D. 
47, 

2, 
52, 

20) 
W
o
l
f
g
a
n
g
 Kunkel, Die romischen Juristen, 

Herkunft u
n
d
 soziale 

Stellung, 
Bohlau Verlag Koln W

e
i
m
a
r
 

Wien, 
2001, 

S. 
259

如
~
\
鹿
ギ
デ

国

％
旦
§
.
5. 

(キ＇令
"-""1¥-E;;

基
似

S.
92.)

如
訳

心
゜

A. 
Fuerunt, 

qui f
o
r
m
a
l
e
m
 a
c
t
i
o
n
u
m
 p
o
e
n
a
l
i
u
m
 c
o
n
c
u
r
s
u
m
 electivum esse, 

itaque 
altera 

actione 
instituta 

alteram 

statim t
o
t
a
m
 extingui contenderent. 

H
a
e
c
 est sententia M

o
d
e
s
t
i
n
i
 in lib. 

3. 
r
e
g
u
l
a
r
u
m
 (

L
 53. pr. 

d
e
 0. 

et A.): 

P
l
u
r
a
 delicta 

in 
u
n
a
 re plures 

a
d
m
i
t
t
u
n
t
 actiones: 

sed n
o
n
 posse o

m
n
i
b
u
s
 uti, 

p
r
o
b
a
t
u
m
 est: 

n
a
m
 si 

e
x
 u
n
a
 

obligatione plures 
actiones 

nascuntur, 
u
n
a
 t
a
t
u
m
m
o
d
o
,
 
n
o
n
 omnibus, 

u
t
e
n
d
u
m
 est. 

l
a
m
 illud e

 ratione subiecta patet, v
e
r
b
a
 in u

n
a
 re p

r
o
 in

 un
o
 facto a

 Mo
d
e
s
t
i
n
o
 adhiberi, i

d
e
o
q
u
e
 d
e
 formali c

o
n
c
u
r
s
u
 h
o
c
 

loco quaeri. 
Q
u
a
e
 q
u
i
d
e
m
 ipsa ratio, a

b
 aliarum a

c
t
i
o
n
u
m
 c
o
n
c
u
r
s
u
 d
e
s
u
m
t
a
,
 n
e
e
 nisi m

o
d
o
 q
u
o
d
a
m
 adhibito vera est, 

n
e
e
 in earn r

e
m
 d
e
 q
u
a
 agitur cadit, q

u
o
d
 e
x
 altera q

u
a
m
 m
o
x
 p
r
o
f
e
r
a
m
 sententia melius intelligetur.

 Ita q
u
o
q
u
e
 f
a
c
t
u
m
 

esse 
videtur, 

ut h
a
n
c
 pauciores amplecterentur r

a
t
i
o
n
e
m
:
 
nullus certe alius 

p
r
o
 ea citari 

potest textus, 
nisi 

q
u
o
d
 d
e
 

d
a
m
n
o
 c
u
m
 iniuria coniuncto q

u
o
s
d
a
m
 i
d
e
m
 statuisse referat P

a
u
l
u
s
 in 

L
 34. pr. 

d
e
 0. 

et A
.
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が
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K
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ヤ
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M
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d
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 24
4
 apre J. 

-C.)
謬
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謳
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菜
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(
M
)
 

(寸
）

D. 
44, 

7, 
53. 

pr. 
(
M
o
d
e
s
t
i
n
u
s
 libro secundo regularum)

や
年

゜
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M
e
h
r
e
r
e
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
 in B

e
z
u
g
 auf eine S

a
c
h
e
 begrtinden m

e
h
r
e
r
e
 K
l
a
g
e
n
;
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 a
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the first 
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 an
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 a

 pupil 
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・・・He b
e
c
a
m
e
 praefectus 

vigilium 
(chief 

of 
police) 

in 
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 soon 

after 
this 

a
n
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giving 
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opinions) 
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B
r
u
n
o
 Schmidlin, 

Droit 
Prive 

R
o
m
a
i
n
 I, 

Universite 
d
e
 
G
e
n
e
v
e
,
 
2008, 

p. 
90. 
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,,Die 
regulae in 

z
e
h
n
 Biichern 

zeigen 
i
m
 G
e
g
e
n
s
a
t
z
 zur Tradition 

dieser 
G
a
t
t
u
n
g
 ein 

eigenes 
undurchsichtiges 

oder in 

U
n
o
r
d
n
u
n
g
 
gebrachtes 

S
y
s
t
e
m
 
u
n
d
 
die 

v
o
n
 
M
o
d
e
s
t
i
n
 
bevorzugte 

differenzierende 
Klassifikation

.
 E

b
e
n
 
d
a
r
u
m
 

beliebt,begegnen 
u
n
s
 
die 

regulae 
i
m
 nachklassischen 

W
e
s
t
e
n
 
u
n
d
 
O
s
t
e
n
 ;

 ihre 
U
b
e
r
a
r
b
e
i
t
u
n
g
 
halt 

sich 
gleichwohl 

in 

Grenzen." 
(Wieacker/Wolf, 

R
畑
m
i
s
c
h
e

Rechtsgeschichte, 
V
e
r
l
a
g
 
C. H. 

Beck, 
M
u
n
c
h
e
n
,
 2006, 

S. 
148.) 

(-s::t<) 
O
t
t
o
 
Lene!, 

Palingenesia 
luris 

Civilis,I, 
S. 
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4, 
S
.

 590. 
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Bd. 
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S. 
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.
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S. 
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w
e
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n
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t
o
b
e
r
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2
3
 a
n
d
 M
a
y
/
J
u
n
e
 2
2
4
 the praetorian troops mutinied, with E

p
a
g
a
t
h
u
s
 playing a

 leading 

role, 
a
n
d
 Ulpian 

w
a
s
 murdered. 

W
h
e
n
 attacked 

h
e
 fled 

to 
palace 

but 
A
l
e
x
a
n
d
e
r
 a

n
d
 Julia 

M
a
m
m
a
e
a
 w
e
r
e
 unable 

to 

protect 
him." 

(
T
o
n
y
 H
o
n
o
r
e
,
 
Ulpian, 

Pioneer 
of 

H
u
m
a
n
 Rights, 

S
e
c
o
n
d
 Edition, 

O
x
f
o
r
d
 University 

Press, 
2002, 

p. 
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 Humblot, 
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1971, 
S. 
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心
゜

B. 
M
i
s
s
a
 ea, 

i
a
m
 i
p
s
a
m
 Pauli sententiam, illa 

et 
solidiorem et 

receptiorem, in 
m
e
d
i
u
m
 profero

.
 Q
u
a
e
 c
u
m
,
 altera 

(~
) 

p
o
e
n
a
 soluta, alteram q

u
o
q
u
e
 p
r
o
 ea parte q

u
a
 p
r
i
o
r
e
m
 excedat expeti posse statuat, 

et 
electivo et 

cumlativo concursi 

favere dici potest. 
Q
u
o
d
 si 

s
o
l
u
m
 e
v
e
n
t
u
m
 spectaveris, electivum c

o
n
c
u
r
s
u
m
 haberis, protracto t

a
n
t
u
m
 ultra c

o
n
s
u
e
t
u
m
 

m
o
d
u
m
 eligendi iure, 

si 
ipsas actiones respexeris, cumlativus erit concursus, ita 

t
a
m
e
n
 c
o
m
p
a
r
a
t
u
s
,

 ut alterius actionis 

u
s
u
s
 t
u
m
 a
d
 c
o
n
d
i
t
i
o
n
e
m
 q
u
a
n
d
a
m
 adstrictus, t

u
m
,
 si 

ea conditio exstiterit, intra certos fines inclusus sit. 
V
e
r
b
a
 Pauli in 

lib. 
22. 

a
d
 e
d
i
c
t
u
m
 (L. 41. 

§. 
1. 

d
e
 0. 

et A
.)

 sunt h
a
e
c
:
 

Si e
x
 e
o
d
e
m
 facto d

u
a
e
 c
o
m
p
e
t
a
n
t
 actiones, postea iudicis potius partes esse, 

ut q
u
o
 plus sit 

in 
reliqua actione, 

id 

actor ferat :
 si 

t
a
n
t
u
n
d
e
m
,
 
aut 

m
i
n
u
s
 :

 id consequatur. 



E
m
e
n
d
a
n
d
a
 esse ultima verba, e

q
u
i
d
e
m
 h
a
u
d
 n
e
g
a
v
e
r
i
m
:
 
a
t
t
a
m
e
n
 Cuiacii a

b
 o
m
n
i
b
u
s
 fere recepta e

m
e
n
d
a
t
i
o
n
e
,
 qui nil 

p
r
o
 id l

e
g
e
n
d
u
m
 censet, m

o
d
e
s
t
i
o
r
 m
i
h
i
 videtur P

a
g
e
n
s
t
e
c
c
h
e
r
i
a
n
a
 (admonit. a

d
 P
a
n
d
.
 P. 

6. 
§. 

289.), qua, nonnisi unica 

litera mutata, p
r
o
 id consequatur p

o
n
i
t
u
r
 id (i.e. 

eius c
o
n
d
e
m
n
a
t
i
o
)
 n
o
n
 sequatur. 

U
t
r
a
m
l
i
b
e
t
 probaveris :

 ha
u
d
 divers us 

certe erit v
e
r
b
o
r
u
m
 sensus, i

d
e
m
q
u
e
 et propter p

r
i
o
r
e
m
 legis p

a
r
t
e
m
 et o

b
 alios q

u
a
m
p
l
u
r
i
m
o
s
 textus certissimus. 

Q
u
i
 

c
u
m
 tan t

u
m
 absit, 

ut 
s
o
l
a
r
u
m
 p
o
e
n
a
l
i
u
m
 a

c
t
i
o
n
u
m
 finibus 

contineatur, 
ut 

o
m
n
i
 u
m
 potius 

a
c
t
i
o
n
u
m
 (quantus 

est), 

complectatur a
m
b
i
t
u
m
,
 v
e
r
a
m
 nobis v

i
a
m
 demonstrat, q

u
a
 a
d
 o
r
i
g
i
n
e
m
 eius, in q

u
a
 explicanda i

a
m
 versamur, sententiae 

p
e
r
v
e
n
i
a
m
u
s
.
 
ICti enim, e

x
 q
u
o
 a
d
 subtiliora 

d
e
 c
o
n
c
u
r
s
u
 praecepta progressi essent, 

s
u
m
m
a
m
 in 

h
a
c
 re f

o
r
m
u
l
a
m
 

quaesivisse 
videntur, 

q
u
a
e
 o

m
n
e
m
 o
m
n
i
n
o
 f
o
r
m
a
l
e
m
 
c
o
n
c
u
r
s
u
m
 c
o
m
p
r
e
h
e
n
d
e
r
e
t
 ac 

regeret. 
l
a
m
 c

u
m
 reliquarum 

a
c
t
i
o
n
u
m
 m

a
x
i
m
a
 pars ita 

concurrat, 
ut priore actione 

peracta posterior, 
q
u
a
t
e
n
u
s
 priore 

uberior sit, 
institui 

a
d
h
u
c
 

possit, hoc, sicut in textu proposito vidimus, in s
u
m
m
a
m
 d
e
 formali c

o
n
c
u
r
s
u
 r
e
g
u
l
a
m
 c
o
n
v
e
r
s
u
m
,
 eique p

o
e
n
a
l
e
 q
u
o
q
u
e
 

a
c
t
i
o
n
u
m
 g
e
n
u
s
 s
u
b
i
e
c
t
u
m
 est. 

In e
a
n
d
e
m
 sententiam Paulus, t

u
m
 d
e
 d

a
m
n
o
 sive 

c
u
m
 iniuria, 

sive 
c
u
m
 antiquiore 

a
r
b
o
r
u
m
 c
a
e
s
a
r
u
m
 delicto coniuncto, t

u
m
 d
e
 furto c

u
m
 rapina concurrente pronuntiavit

.
 At
t
a
m
e
n
 n
o
n
 totus sibi constat, 

c
u
m
 a
d
v
e
r
s
u
s
 tutorem, 

qui 
e

 rebus pupilli 
aliquid 

abstulerit, 
actiones 

furti 
et 

d
e
 rationibus 

distrahendis 
in 

s
o
l
i
d
u
m
 

instituendas admittat, etiamsi nulla ratio appareat, q
u
a
 h
o
c
 delictum a

 prioribus distiguatur. 

H
o
c
 u
n
u
m
 t
a
n
t
u
m
m
o
d
o
 a
d
 h
a
n
c
 sententiam illustrandam restat, ut Iuliani l

o
c
u
m
 q
u
e
n
d
a
m
 (L. 47. a

d
 L. Aquil.) p

r
o
 illa 

m
i
n
u
s
 recte 

afferi 
d
e
m
o
n
s
t
r
e
m
.
 
C
u
m
 e
n
i
m
 d
e
 vulnerato servo fuerit 

actum, isque 
servus e

x
 e
o
d
e
m
 vulnere postea 

m
o
r
t
u
u
s
 fuerit, 

d
o
m
i
n
u
s
 e
x
 Ulpiani (L. 46. 

eod.) et 
Iuliani sententia d

e
n
u
o
 d
e
 occiso agere poterit, 

s
e
d
 (haec sunt ipsa 
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Iuliani verba) exceptione doli m
a
l
i
 opposita compelletur: 

ut e
x
 utroque iudicio nihil a

m
p
l
i
u
s
 consequatur, q

u
a
m
 consequi 

deberet, 
si 

initio 
d
e
 
occiso 

h
o
m
i
n
e
 egisset. 

Q
u
a
e
 q
u
i
d
e
m
 
iudicia 

e
u
n
d
e
m
 h
a
b
e
b
u
n
t
 
exitum, 

quern 
concurrentibus 

actionibus P
a
u
l
u
s
 praestituit: 

at, 
quia aliud f

a
c
t
u
m
 subest, n

o
n
 e
x
 e
a
d
e
m
 regula velut e

x
 c
o
m
m
u
n
i
 q
u
o
d
a
m
 fonte Iuliani 

fluere 
potest ratio. 

N
a
m
 c
u
m
 simplici facto in 

u
n
a
m
 t
a
n
t
u
m
 legem, q

u
a
e
 d
e
 d
a
m
n
o
 cavet, 

c
o
m
m
i
s
s
u
m
 sit, 

singulare 

s
t
a
t
u
e
n
d
u
m
 est delictum, cui nonnisi aestimatio q

u
a
e
d
a
m
 n
o
v
a
 e
x
 n
o
v
o
 e
v
e
n
t
u
 accedere possit. 

Q
u
a
r
e
,
 si 

t
o
t
a
m
 r
e
m
 

n
o
v
a
 complectatur aestimatio, m

i
n
o
r
e
m
 a
e
s
t
i
m
a
t
i
o
n
e
m
 prius s

o
l
u
t
a
m
 a
b
 illa deduci b

o
n
a
 fides iubet. 
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P
a
u
l
u
s
 libro vicensimo secundo a

d
 e
d
i
c
t
u
m
 

Si 
e
x
 
e
o
d
e
m
 facto 

d
u
a
e
 
c
o
m
p
e
t
a
n
t
 
actiones, 

postea 
iudicis 

potius 
partes 

esse, 
ut 

q
u
o
 plus 

sit 
in 

reliqua 
(N

)
 

actione, 
id 
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こ
の
よ
う
に

D
.4
4
,
 7
,
 4

1
,
 1

を
説
明
し
て
い
る
と
私
は
思
う
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
前
の
章
で
説
明
し
た
重
畳
的
競
合
説
を
単
純
に
適
用
す
る
と
、

給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

パ
ウ
ル
ス
の
先
に
言
及
し
た

L.
3
4
.
 p
r.
 

d
e.
 0
.
 
et A
.
 (= D.
 

4
4
,
 7
,
 3

4
,
 

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

D
e
c
o
n
c
u
r
s
u
 delictorum formali
に
つ
い
て

こ
の
理
解
に
妥
当
性
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

パ
ウ
ル
ス
が
、
差
額
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
、

こ
の
条
文
は
、

と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

一
方
が
給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
解
答
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

選
択
的
競
合
説
に
よ
る
と
、

モ
ム
ゼ
ン
は
、

こ
の
場
合
に
は
、

（三）

1
0
 0
ア
ー
ス
か
、

あ
と
五

0
ア
ー
ス
が
給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

に
な

っ
た
と
す
る
。
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 b
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n
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 d
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 d
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e
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r
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n
g
e
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t
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r
 
a
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e
r
e
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K
l
a
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e
 d
i
e
 
D
i
f
f
e
r
e
n
z
 
n
a
c
h
g
e
f
o
r
d
e
r
t
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と
こ
ろ
で
、

原
告
が
先
に

一
0
0
ア
ー
ス
の

acti0

で
訴
訟
を
し
て
結
果
が
出
て
、

金
額
が

一
五

0
ア
ー
ス
で
あ
る
と
す
る
と
、

こ
の
場
合
は

一
五
〇
ア
ー
ス
が
給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

高
い
方
の
金
額
だ
け
が
給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

こ
の
モ
ム
ゼ
ン
の
文
章
の
意
味
は
分
か
る
よ
う
に
思
う
。

モ
ム
ゼ
ン

さ
れ
る
。
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t
r
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f
r
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h
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)
 
が
こ
の
条
文
に
つ
い
て
、

二
九

一
五

0
ア
ー
ス
か
、

（
ニ
ニ
五
四
）

原
告
が
選
択
し
た
い
ず
れ
か

1
0
0
ア
ー
ス
十

一
五
0
ア
ー
ス
1
1

ニ
五
0
ア
ー
ス
が

一
方
の

actio
の
金
額
が

一
0
0
ア
ー
ス
で
、
も
う

一
方
の

actio
の

二
個
の

actio
が
金
銭
の
給
付
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

1
0
0
ア
ー
ス
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

原
則
と
し
て
、
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d
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andere nicht 
aufheben. 

A
b
e
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c
h
 die 
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令
~
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d
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u
n
d
 w
e
n
n
 der M

u
n
d
e
l
 <lurch dieselbe das erlangt h

a
b
e
n
 wird, 

国
）

w
a
s
 w

e
g
g
e
n
o
m
m
e
n
 sein 

wird, 
so 

w
i
r
d
 
diese 

K
l
a
g
e
 a
u
f
g
e
h
o
b
e
n
,
 
weil 

d
e
m
 M
u
n
d
e
l
 nichts 

fehlt." 
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1: 
si 

e
x
 e
o
d
e
m
 facto d

u
a
e
 c
o
m
p
e
t
a
n
t
 actiones, 

postea iudicis potius (schr. 
iudicantis) partes esse, 

ut q
u
o
 (schr. 

quod) plus sit 
in 

reliqua actione, 
id actor ferat, 

si 
t
a
n
t
u
n
d
e
m
 aut minus, 

id consequatur (
w
o
 nil fur 

id 
gefordert 

w
i
r
d
 
o
d
e
r
 
die 

W
o
r
t
e
 ferat 

si 
t. 
a. 

m
.
 
id 

z
u
 
schreichen 

sind). 
A
n
w
e
n
d
u
n
g
 
auf 

Diebstahl 
u
n
d
 

ぽ）

Gesellschaftsklage 
(D. 

17, 
2, 

4
7
 
pr.); 

auf 
S
a
c
h
b
e
s
c
h
a
d
i
g
u
n
g
 
u
n
d
 C

o
m
m
o
d
a
t
 (Dig. 

13, 
6, 
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゜

"Est 
in 

e
a
d
e
m
 quaestione 

d
e
 concurrentibus 

actionibus 
aliud 

m
e
n
d
u
m
,
 nisi 

fallor, 
in 

e
x
t
r
e
m
o
 1. 

41. 
D. 

d
e
 

obligat.
 et 

act. 
Ait lex, 

e
o
d
e
m
 e
x
 facto d

u
a
b
u
s
 c
o
m
p
e
t
e
n
t
i
b
u
s
 actionibus, u

n
a
 si 

a
c
t
u
m
 sit, 

et 
plus sit 

in reliqua 



actione, 
id 

a
c
t
o
r
e
m
 ferre :

 qu
o
d
 v
e
r
i
s
s
i
m
u
m
 est. 

A
t
 si 

t
a
n
t
u
m
d
e
m
 sit, 

vel 
minus, in 

reliqua 
actione 

id 
a
c
t
o
r
e
m
 

consequi ait. 
I
m
o
 vero nihil 

consequitur: 
n
a
m
 actio reliqua o

m
n
i
m
o
d
o
 c
o
n
s
u
m
p
t
a
 est. 

Itaque p
e
r
s
p
i
c
u
u
m
 esse 

p
u
t
o
 i
b
i
d
e
m
 p
r
o
 :

 id, 
l
e
g
e
n
d
u
m
 :

 nihil: 
ut si 

plus sit 
in 

reliqua actione, id 
a
c
t
o
r
e
m
 consequi :

 si 
t
a
n
t
u
m
d
e
m
 vel 

(~
) 

minus, 
nihil 

a
c
t
o
r
e
m
 consequi 

lex 
dicat." 
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lulianus libro octagensimo sexto d
i
g
e
s
t
o
r
u
m
 

S
e
d
 
si 

priore 
iudicio 

aestimatione 
facta, 

postea 
m
o
r
t
u
o
 
servo, 

d
e
 
occiso 

agere 
d
o
m
i
n
u
s
 
instituerit, 

exceptione 
doli 

mali 
opposita 

compelletur, 
ut 

e
x
 u
t
r
o
q
u
e
 
iudicio 

nihil 
a
m
p
l
i
u
s
 
consequatur, 

q
u
a
m
 consequi 

啜
）

deberet, 
si 

initio 
d
e
 occiso 

h
o
m
i
n
e
 egisset. 
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W
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e
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c
l
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h
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w
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e
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口

ロ
ー
マ
人
の
物
語

IX
』
新
潮
社
・
ニ

0
0
0
年
・
ニ
七
八
頁
以
下
）

『
法
令
集

(Digesta)
』
を
遺
し
て
い
る
。
」
（
塩
野
七
生

経
験
す
る
こ
と
で
、
「
名
誉
あ
る
キ
ャ
リ
ア
」

(23) 

T
o
d
t
u
n
g
 d
e
s
 
S
c
l
a
v
e
n
 K
l
a
g
e
 e
r
h
o
b
e
n
 hatte.'̂
 

(24) 

ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
条
文
で
あ
る
。

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
昔
は
カ
ル
タ
ゴ
領
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
属
州
の
出
身
。

ス
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
サ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ユ
リ
ア
ヌ
ス
と
い
う
姓
名
か
ら
し
て
、
征
服
者
ロ
ー
マ
人
の
奴
隷
に
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ

人
の
子
孫
が
解
放
奴
隷
に
な
る
の
に
成
功
し
、
旧
主
人
の
家
門
名
を
も
ら
っ
た
そ
の
人
の
ま
た
子
孫
で
あ
る
可
能
性
は
強
い
が
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
帝
政
時
代
の
ロ
ー
マ
で
は
珍
し
く
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

ク

ワ

エ

ス

ト

ル

ト

リ

プ

ー

ヌ

ス

こ
の
人
も
、
「
名
誉
あ
る
キ
ャ
リ
ア
」
を
次
々
と
経
験
し
て
い
る
。
会
計
検
査
官
、
軍
団
の
大
隊
長
、
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
も
経
験

し
た
国
税
庁
長
官
。
こ
れ
は
元
老
院
管
轄
の
属
州
か
ら
集
ま
る
税
の
総
轄
が
任
務
の
部
署
だ
が
、

ケ
ル
ス
ス
の
ほ
う
は
こ
れ
に
つ

プ
ラ
エ

ト
ル

づ
い
て
、
皇
帝
属
州
か
ら
入
る
税
の
総
轄
者
も
勤
め
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
老
院
議
員
に
し
か
就
任
資
格
の
な
い
法
務
官
を

次
の
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
帝
の
時
代
に
入
る
や
、
執
政
官
に
当
選
し
、
皇
帝
を
最
高
神
祇
官
に
い
た
だ
く
神
祇
官
の

一
人

に
も
就
任
し
、
低
地
ゲ
ル
マ
ニ
ア
軍
の
司
令
官
を
勤
め
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
長
命
に
め
ぐ
ま
れ
た
ら
し
い
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
そ
の
次
の
皇
帝
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
時
代
に
入
っ
て
も
活
躍
し
、

こ
の
皇
帝
の
下
で
ス
ペ
イ
ン
は
タ
ラ
コ
ネ
ン
シ
ス
属
州
の
総
督
を
務
め
、

を
勤
め
あ
げ
て
キ
ャ
リ
ア
を
終
え
た
人
で
あ
っ
た
。
九

0
巻
に
の
ぼ
る

『
賢
帝
の
世
紀

「
そ
し
て
、
以
後
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
推
測
し
て
、

関

法

第

六

三
巻

六

号

の
中
段
に
ま
で
、

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
か
ら
こ
の
仕
事
に
登
用
さ
れ
た
当
時
は
三
十
歳
前
後
で
は
な

さ
ら
に
、

（
ニ
ニ
四
七
）

ル
キ
ウ
ス
・
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ウ

カ
ル
タ
ゴ
が
州
都
の
ア
フ
リ
カ
属
州
の
総
督

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
時
代
に
昇
進
し
た
よ
う
で
あ
る
。

三
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c
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i
n
u
s
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w
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b
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n
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c
o
m
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e
t
e
r
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訟
と
さ
れ
、

aliter 
a
t
q
u
e
 si 
q
u
i
s
 
u
n
o
 i
m
p
e
t
u
 p
l
u
r
i
b
u
s
 
v
u
l
n
e
r
i
b
u
s
 a
l
i
q
u
e
m
 o
c
c
i
d
e
r
i
t
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 tu
n
e
 e
n
i
m
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n
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こ
の
条
文
と
の
関
係
で
、

「
も
っ
と
も
、

こ
の
訴
訟
は
か
よ
う
に
罰
金
請
求
訴
訟
で
あ
る
と
同
時
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
訴

他
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
競
合
し
得
な
い
と
す
る
意
見
が
現
れ
た
。

ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
法
で
初
め
て
、

訟
に
よ
っ
て
請
求
し
得
る
差
額
に
つ
い
て
だ
け
本
訴
訟
を
提
起
し
得
る
も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
て
、

三
九

後
者
を
提
起
し
た
原
告
は
こ
れ
ら
の
訴
訟
に
よ
る
請
求
額
以
上
に
本
訴

H
e
u
m
a
n
n
 ¥
 Se
ckel
の

E
x
ce
d
e
r
e
参
照
。

こ
の
条
文
の
前
文
（
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
引
用
し
て
い
な
い
が
引
用
す
る
）

す
な
わ
ち
、

ア
ク
ィ
リ
ア
法
の
規
定
に
よ
る
不
法
行
為
の
制
裁
に
は
、

(32) 

損
害
賠
償
の
思
想
が
現
れ
て
い
る
。
」
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a
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t
a
m
u
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i
a
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e
o
 
n
o
m
i
n
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b
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r
v
a
r
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t
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r
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サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

D
e
c
o
n
c
u
r
s
u
 d
e
l
i
c
t
o
r
u
m
 formali
に
つ
い
て

想
が
残
存
す
る
と
共
に
、

訴
訟
は
混
合
訴
訟
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

た
は
寄
託
を
原
因
と
す
る
訴
訟
の
原
因
で
あ
る
場
合
に
、

い
て
は
法
学
者
の
間
に
争
い
が
あ
り
、

船
田
教
授
が
、

損
害
賠
償
請
求
の
範
囲
で
は
、

ガ
イ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、

erit 
a
c
t
i
o
 
d
e
 o
c
c
i
s
o
.
 

d
u
o
 e
n
i
m
 s
u
n
t
 d
e
l
i
c
t
a
.
 

（三）
は
次
で
あ
る
。

(31) 

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

（
ニ
ニ

四
四
） 常

に
罰
金
の
思

帝
の
法
で
は
本

同

一
の
行
為
が
本
訴
訟
と
共
に
例
え
ば
使
用
貸
借
ま

こ
の
点
に
つ
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『ロ
ー
マ
法
•
第

三
巻
』
四
三
一
頁
以
下
。

こ
の
文
の
前
に
次
の
説
明
が
あ
る
。「
す
な
わ
ち
、
数
人
の
加
害
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
各
共
犯
者
は
重
畳
的
に
全
部
に
つ
い
て
責
を
負
い
、

こ
の
訴
訟
に
よ
っ
て
責
を
負
う
者
は
加
害
者
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
相
続
人
は
こ
の
訴
訟
の
被
告
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
加
害
者
が
人
格
消
滅

を
受
け
て
も
そ
の
責
任
は
存
続
し
、
さ
ら
に
、
加
害
者
が
家
長
権
に
服
す
る
と
き
は
、
訴
訟
提
起
の
と
き
の
加
害
者
の
家
長
が
加
害
訴
訟
に
よ
る

責
任
を
負
担
し
た
。
こ
の
訴
訟
が
原
告
の
請
求
額
を
限
度
と
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
請
求
額
は
、
古
典
時
代
に
は
被
害
物
が
被
害
の
と
き
に
有
し

た
価
額
と
の
差
は
罰
金
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
」

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

D
e
c
o
n
c
u
r
s
u
 delictorum formali

に
つ
い
て

（三）

四

（
ニ
ニ
四
二
）


